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石油連盟の 
会員会社 
（15社） 



 

 

 
 

  

エクソン・バルディス号 事故– 1989年 



日本への原油輸送ルート「オイルロード」 
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1. 資機材備蓄のみ  

 

2. 資機材はコンテナ内に保管し、コンテナごと貸出  

 

3. 貸出後は速やかに 良好な状態で返却 

 

4. 無償貸出 

 

5. 用途は一次対応用ではなく、追加的な対応用資産として    

 

6. 適切な維持管理と戦略的な配置 

 

7. 利用可能な最善の技術  

  

資機材備蓄基地の基本原則 



国内７基地の配置 

 
 
 
 

  



国内備蓄資機材一覧 

 
 
 
 

  



「オイルロード」と海外５基地の配置 

 
 
 
 

  



海外備蓄資機材一覧                
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1. 戦略的に配置   

 

2. 保管契約者と維持管理契約者   

 

3. 厳格な管理体制  

 

4. 定期的な検査 

 

5. 資機材代替更新    

 

6.  基地契約先は資機材の輸送及び操作が可能    

海外資機材備蓄基地の運営 



 

 

 
 

  



油流出発生時の流れ                
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訓 練 
 

 
 

  

 IMO レベル２  シンガポールで毎年実施 

 

 

 IMO レベル３  シンガポールで毎年実施 

 

 

 海外合同訓練 

 

 

 国内合同訓練 
 

 



海外合同訓練 実施例 
 

 
 

  

1997年  ADNOC      アラブ首長国連邦 シャルジャ 

1999年 ADNOC/OSRL 他     アラブ首長国連邦 アブダビ 

1999年 サウジアラムコ    サウジアラビア ラスタヌラ 

2000年 PIMMAG                マレーシア ポート・ディクソン 

2002年 PIMMAG                マレーシア ラブアン 

2002年 ADNOC     アラブ首長国連邦 アブダビ 

2006年 PIMMAG                マレーシア ラブアン 

2007年 ADNOC     アラブ首長国連邦 アブダビ 

2007年 ANDOC/ADCO            日本 沖縄 

2014年 サウジアラムコ            サウジアラビア タナジブ 

 



 

 

 
 

  

1997年 
第1回 油濁対応訓練  

（アラブ首長国連邦 
 シャルジャ） 



 

 

 
 

  

1999年 
サウジアラムコとの合同訓練 
（ラスタヌラ） 



 

 

 
 

  

2002年 
ADNOCとの合同訓練 

（アブダビ） 



 

 

 
 

  

2006年  

PIMMAGとの合同訓練 
（マレーシア ラブアン） 



 

 

 
 

  

2007年 
ADNOCとの合同訓練 

（沖縄） 



 

 

 
 

  

2014年 
サウジアラムコとの 
合同訓練 
  

（サウジアラビア タナジブ） 



                         

  

 

• 1995年開始 

  

 

 

• シンポジウム（２日間） 
  １６回 開催 

 

 

 

• ワークショップ（１日間） 
 ４回 開催 

国際会議 
 

 
 



 

 

 
 

  

1. 国際的なネットワークの形成と相互理解の促進 

 

 

2. 情報、経験の共有 

 

    

3.  国際的に活動する専門家から学ぶ 

    

 

4.  将来に向けたより良い準備体制の構築  

  

石油連盟 国際会議の開催目的 



 

 

 
 

  

油流出ワークショップ（2011年） 2011年3月2日 
経団連ホール 



 

 

 
 

  



 

 

 
 

  

1. 大規模石油災害対応体制整備事業の契機 
 

2. 事業の創設 
 

3. 資機材備蓄基地の運営 

 

4. 訓練・国際会議 

 

5. 日本国外での対応活動における役割 

 



海外での資機材貸出  

 

 
 

  

 資機材貸出実績 28回（国内外合計）   

 

 多くの場合、基地契約先が資機材輸送と操作を支援 

 

 大規模事故の際は、複数の基地への資機材拠出要請 

 

 いずれの貸出事例においても、回収作業は成功  

 



資機材貸出を行った海外での事故における支援事例 
 
 

  

1995年   シープリンス号事故  韓国 

1997年  エボイコス号事故  シンガポール 

1998年  ポンツーン300号事故  アラブ首長国連邦 

2000年  アルジャジーヤ 1号事故 アラブ首長国連邦 

2000年  ナツナシー号事故  シンガポール 

2001年  ザイナブ号事故  アラブ首長国連邦 

2002年  アラブドリル19 リグ    サウジアラビア  

2010年  ブンガ・ケラナ３号事故 シンガポール 

 



 

 

 
 

  

1997年 エボイコス号事故 
 （シンガポール近海）   



 

 

 
 

  

1998年 
ポンツーン 300号事故 
（アラブ首長国連邦アジマン沖） 



      

                    

 
 
 
 

2000年 アルジャジーヤ１号からの油流出 

（アラブ首長国連邦 アブダビ） 
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1. 2015年、アブダビにおいてADNOCとの合同訓練実施を計画 

 

 

2. 引き続き、利用可能な最善技術の確保に注力 

 

    

3.  国際組織との協力 

    

 

4.  将来に向けた より良い準備体制の構築  
 

 

今後の活動予定 



ご清聴ありがとうございます 
 

何かご質問は？  
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